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ExcelによるZチャート分析
――日本語話者の中国語声調問題をめぐって
Z-Chart Analysis by Excel
The problems of Japanese learners of Chinese tones
上　山　義　尚
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１．Zチャート分析とは
Zチャート分析とは、販売推移の時系列的な分析をするもので、２年間の月間売上高デ
ータから
月間売上高の推移
月間売上高の累計
移動合計売上高
を算出する。それらを折れ線グラフとして表示してその傾向を分析するものである。
－ －17
ExcelによるZチャート分析
上　山　義　尚
図－1 Zチャートグラフ
図－1のように、それぞれの折れ線を結ぶとゼット（Z）の字の型となることから、Zチャ
ートグラフ（Z-Chart Graph）と呼ばれている。出来上がったZチャートの型によって
右上がりのZ型 ………… 売上上昇傾向
平行のZ型 ……………… 売上横ばい傾向
右下がりのZ型 ………… 売上低下傾向
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の各傾向を示す。このZチャートグラフを見ただけで当該企業の現時点での売上傾向を瞬
時に掴むことができるビジュアルなグラフである。Zチャート分析はこのZチャートグラ
フを用いた販売推移分析である。本編ではExcelの表計算機能とグラフ描画機能および
VBAマクロ言語を駆使したZチャート分析プログラムの詳細を論ずるものである。
２．プログラムの構成
Zチャート分析プログラムは図－２のメニュー画面にあるように「基礎データの入力」、
「売上データの入力」、「移動合計売上高表」、「Zチャートグラフ」、「販売実績伸び率グラ
フ」、「移動合計表の印刷」、「分析データの読込」、「分析データの保存」、「プログラムの終
了」から構成されている。
－ －18
各画面にはVBAマクロが登録されておりメニューバーをクリックして移動し、表の印
刷やデータの読込・保存もマクロが自動的に実行する。
３．基礎データの入力
まず「基礎データの入力」から開始する。社名、業種、企業の型態、資本金、従業員数、
決算日、決算の期間、株式の上場・非上場、データの入力単位など当該企業の基礎的デー
を入力する。
図－2 Zチャートプログラムのメニュー
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業種、企業の型態、株式の上場・非上場はリストボックスから選択すると、対応する数
値が入力される。また、決算日と決算の期間の入力セルは書式設定で表示形式を文字列と
設定してある。
ExcelによるZチャート分析
－ －19
表－1 基礎データ入力画面
表－2 リストボックス
表－１は基礎データの入力画面、表－２は業種のリストボックスでデータ入力の省力化が
図れるコントロールツールである。「企業の形態」「株式の上場」もリストボックスにて入
力する。
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－ －20
データは入力の手間を省くため出来る限りの工夫を凝らしているが、年度・決算開始
月・２年分の月間売上高・売上総利益・営業利益・経常利益はキーボードから入力しなけ
ればならない。
表－４に入力サポート用の関数・計算式を掲載した。各月は開始月だけ入力すれば以降
はIF関数の応用式で自動的に表示される。開始月の下にあるIF関数は
= IF (O7 ="", "", IF (O7=12,1,O7+1))
「もし開始月（セル番地O7）が空白なら空白、もし上のセル（O7番地）が12なら１を表
示、12でなければ上のセル（O7番地）に１を加算した数を表示せよ。」を実行する。従っ
て12月決算ら１月～12月、９月決算なら10月～翌年９月が自動表示される。その他の計算
式を以下に示す。
表－3 月間売上高入力表
４．売上データの入力
分析データは２年間の月間売上高を入力する。メニュー画面の「売上データの入力」メ
ニューバーをクリックして「月間売上高入力表」画面へ移動。 ボタンをクリックし
て２年間の年度、決算開始月、月間売上高を入力する。
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表－4 月間売上高入力表で使用する関数
=E7 基礎データ表の社名をセル参照で表示
="単位："&FIXED(E15,0)&"円" 基礎データ表の入力単位を文字列に変換して
「単位：」と「円」を結合表示する
=IF(O7="", "", IF(O7=12,1,O7+1)) 月数を自動的に表示
=SUM(Q7:R18) 2004年度の月間売上を集計表示
=SUM(S7:T18) 2005年度の月間売上を集計表示
データ入力が終わったら　　　　ボタンをクリックしてメニュー画面に戻る。
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－ －22
５．移動合計売上高表
２年分の月間売上高データを入力すれば移動合計売上高は自動的に作成表示される。メ
ニュー画面の「移動合計売上高表」をクリックして表－５のAverageシート画面へ進む。
この表にはすべてセル番地による計算式がセットされている。
表－5 移動合計売上高表
社名・入力単位・月・２年間の月間売上高はセル参照
売上差　　　　　　　今期月間売上高－前期月間売上高
売上差累計　　　　　売上差の累計　
売上高累計　　　　　今期月間売上高の累計
移動合計売上高　　　前期年間売上高＋月間売上差
売上高伸び率　　　　（今期年間売上高－前期年間売上高）÷前期年間売上高
総利益伸び率　　　　（今期総利益－前期総利益）÷前期総利益
営業利益伸び率　　　（今期営業利益－前期営業利益）÷前期営業利益
経常利益伸び率　　　（今期経常利益－前期経常利益）÷前期経常利益
各月の移動合計売上高とは、前期年間売上高と当月の売上高を基準とした今期年間売上高
で、今期の売上高増減傾向を示すものといえる。サンプル工業の売上高傾向は７月と11月
に前期売上高を下回っただけで、他の月はすべて前期売上実績を上回り売上の増加傾向を
示している。
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表－６は前述した移動合計売上高表の計算式をセル番地で表示し入力してある各種計算
式である。
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表－6 移動合計売上高表の計算式
表－６にセットしたセルセル参照式・計算式は以下のとおりであるが、他のシートの数値
を参照または計算する場合には
シート名！セル番地
とシート名とエクスクラメーションマーク（感嘆符！）の後にセル番地を記載する。
=Data!E7 データシートのE'7番地（社名）を参照表示
=Data!Q6&Data!T6 データシートの前期年数と「年度売上」を結合表示
=Data!S6&Data!T6 データシートの今期年数と「年度売上」を結合表示
="単位："&FIXED(Data!E15,0)&"円" 入力単位を表示
=FIXED(Data!O7,0)&"月" データシートの月数と「月」を結合表示
（相対番地で設定してあるので下方向へコピー＆ペーストすれば式が入力される）
=Data!Q7 データシートの前期月間売上高をセル参照
=Data!S7 データシートの今期月間売上高をセル参照
=E7-D7 売上差＝今期月間売上高－前期月間売上高
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=E7-D7 売上差＝今期月間売上高－前期月間売上高
=G7+F8 売上差の累計＝上のセルの値＋左の売上差
=E7 今期月間売上高
=H7+E8 今期売上高の各月累計＝上のセルの値＋当月月間売上高
=$D$19+G7 移動合計売上高＝前期年間売上＋各月の売上差累計
（前期年間売上は絶対番地とし下方へペーストしても変化しない）
=SUM(D7:D18) 前期売上高合計（SUM関数）
=Data!Q20 前期売上総利益（セル参照）
=Data!Q21 前期営業利益（セル参照）
=Data!Q22 前期経常利益（セル参照）
=SUM(E7:E18) 今期売上高合計（SUM関数）
=Data!S20 今期売上総利益（セル参照）
=Data!S21 今期営業利益（セル参照）
=Data!S22 今期経常利益（セル参照）
=E19-D19 今期売上高合計－前期売上高合計（計算式）
=E20-D20 今期売上総利益－前期売上総利益（計算式）
=E21-D21 今期営業利益－前期営業利益（計算式）
=E22-D22 今期経常利益－前期経常利益（計算式）
=(E19-D19)/D19 売上高伸び率（計算式　％表示）
=(E20-D20)/D20 総利益伸び率（計算式　％表示）
=(E21-D21)/D21 営業利益伸び率（計算式　％表示）
=(E22-D22)/D22 経常利益伸び率（計算式　％表示）
６．Zチャートグラフ
移動合計売上高表の今期月間売上高・売上累計・移動合計売上高の３要素を折れ線グラ
フで表示するとグラフの型がゼット（Z）の字のようになることから、Zチャートグラフ
と呼ばれている。
グラフが右上がりのZとなっていれば、当該企業の売上は上昇傾向であることがわかる。
平行型のZなら売上横這い傾向、右下がりなら売上低下傾向であることが推定できる。Z
チャートグラフは、企業活動の原点である売上の推移と傾向をビジュアルに視覚化する経
営分析グラフである。
図－３はサンプル工業のZチャートグラフで移動合計売上高が8,200百万円から１億円へ
と増加し、右上がりZ型となり売上上昇傾向にあることがわかる。
－ －24
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グラフ作成にはExcelのグラフウィザードを活用するのに便利な、グラフ作成用の表
（表－７）をセル参照で用意しておくとよい。
ExcelによるZチャート分析
－ －25
図－3 サンプル工業のZチャートグラフ
表－7 Zチャートグラフ作成用の表
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売上横這い、低下傾向の場合のZチャートグラフは図－４、図－５のような型となる。
売上は企業活動の原点であり、売上なくしては利益もない。また、売上の伸びがなければ
企業の発展もない。四半期ごと・半期ごとなどこまめに売上高の増減傾向をチェックし、
平行型・右下がり型のZチャートになり始めたら要注意である。営業活動や商品・製品構
成の見直しなどが求められる。
他に年度別売上実績と各伸び率をグラフ化した「棒グラフと折れ線グラフによる複合」
グラフも作成した。
－ －26
図－4 売上横這いのZチャート
図－5 売上低下傾向のZチャート
001-176q3.qxd  07.6.1 14:31  ページ 26
移動合計売上高表の印刷はメニューの「移動合計表の印刷」をクリックすればよい。ま
た、各グラフの印刷は　　　　ボタンをクリックして行う。それぞれA4用紙に自動的に
印刷出力される。
７．VBAマクロ
VBA（Visual Basic for Applications Edition）はExcelをはじめMicrosoft Officeアプリ
ケーションの定型的処理を自動化するためのプログラム言語であり、基本的な言語仕様は
Visual Basicに準拠している。この言語はオブジェクト指向のプログラミング言語で、オ
ブジェクトを中心にプログラムを構成する技法が取り入られている。
VBAマクロは、Subステートメントで始まり、End Subで終わる多数のSubプロシージ
ャで構成される。VBAマクロ言語は、多数のプロシージャ・モジュールを組み合わせて
１つの大きな処理プログラムとして構築する、モジュール設計仕様の構造化プログラミン
グ言語といえる。ExcelのVBAマクロはVisual Basic Editorを利用して作成・管理され、
標準モジュールを挿入して記述する。
Sub プロシージャ名（ ）
処理１
処理２
ExcelによるZチャート分析
－ －27
図－6 販売実績と伸び率の複合グラフ
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・End Sub
紙面の都合上すべてのVBAマクロを掲載して解説する事は出来ないが、Excelには機能
が無い「データの一部保存」と「そのデータを読込み結合」するプロセスを紹介する。
Excelのファイルメニューにはブックの「一部保存」「ファイルの結合」の機能がないので、
VBAマクロとCopy and Paste機能を用いてブックの部分保存と結合を工夫した。例えばZ
チャート分析Bookのデータ部分（Dataシートの基礎データと月間売上高表、範囲：A1～
U23番地）を「一部保存」する場合は、
一部保存
（１） マクロで画面を固定する。（画面上の動きが見えずマクロの処理速度が増加）
（２） 新しいBookを開く。
（３） 保存したいデータ領域（A1～U23）をコピー
（４） 新しいBookにデータ領域をペースト。
（５） 新しいBookに名前を付けて保存。
（６） 名前を付けて保存したBookを閉じる。
（７） 画面を解放する。
データの読込（結合）は一部保存の逆で、画面固定後データBookを開き、データ領域を
本体Bookにペーストし、データBookを閉じて画面を解放する。
この工夫によりデータ部分だけを保存したり、保存済みのデータを呼び出して結合する
ことができる。この機能はプログラムに汎用性を与え、いろいろな企業の分析を行うこと
が可能となる。そのVBAマクロのプログラムリストを以下に示す。
－ －28
図－7 一部保存と結合のイメージ図
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'-----------------------------------------------------------------------------------------------------
'データの読込
'-----------------------------------------------------------------------------------------------------
Sub Load_Click( )
Application.Goto Worksheets("Menu").Range("N1"), True
Range("N1").Select
Call 画面固定
Call FILE_OPEN '開くダイアログボックス表示
On Error GoTo 中止:
Sheets("Sheet1").Select
Range("A1:U23").Select 'データ領域設定
Call COPY_ON 'コピー
Windows(2).Activate
Sheets("Data").Select
Range("A1").Select
Call ALL_PASTE 'すべてをペースト
Call COPY_OFF 'コピーモード解除
Range("A1").Select
Application.Windows(1).ActivateNext 'データブックをアクティブ
Application.Windows(1).Close False データブックをクローズ
中止: 
Call MENU画面
Call 画面解放
End Sub
'-----------------------------------------------------------------------------------------------------
'データの保存
'-----------------------------------------------------------------------------------------------------
Sub Save_Click( )
Application.Goto Worksheets("Menu").Range("N1"), True
Range("N1").Select
Call 画面固定
Sheets("Data").Select
Range("A1").Select
ExcelによるZチャート分析
－ －29
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Range("A1:U23").Select 'データ領域設定
Call COPY_ON 'コピー
Workbooks.Add
Application.Goto Worksheets("Sheet1").Range("A1"), True
Range("A1").Select
Call WID_PASTE
Call KEISIKI_PASTE '形式指定ペースト
Call COPY_OFF 'コピーモード解除
Range("A1").Select
Call FILE_SAVE ''保存ダイアログボックス表示
On Error GoTo 中止:
Application.Windows(1).Close False 'データブックをクローズ
Range("A1").Select 'コピー領域解除
中止:
Call MENU画面
Call 画面解放
End Sub
'-----------------------------------------------------------------------------------------------------
Zチャート分析プログラムでは「基礎データ表」と「月間売上高表」のデータ入力部分を
空欄にして保存しておき、分析後はデータ部分だけを保存してプログラムを上書き保存し
ないで終了する。後で分析データを見たいときにはデータBookからデータを読み込み表
示すればよい。
メニューの「プログラムの終了」をクリックすると、図－８のメッセージBOXが表示
される。まだデータ部分を保存実行していない場合を想定した注意喚起BOXである。ま
だデータを保存してない場合は「いいえ」ボタンをクリックしてメニュー画面に戻り保存
を実行することができる。
－ －30
図－8 終了のメッセージBOX
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「はい」をクリックすると
ActiveWorkbook.Close (False)
のVBAマクロが実行されプログラムBookを上書き保存しないで終了する。
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